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はじめに

ここでは、関連するドキュメントと、フィードバックを送信するプロセスについて
説明します。またドキュメントの変更履歴も示します。

■ 5ページの「製品情報Webサイト」
■ 5ページの「関連マニュアル」
■ 7ページの「このドキュメントについて (PDFおよびHTML)」
■ 7ページの「ドキュメントのコメント」
■ 8ページの「変更履歴」

製品情報Webサイト
Sun Fire X4800サーバーの詳細については、Sun Fire X4800サーバーの製品サイトを参
照してください。

http://www.oracle.com/goto/x4800

このサイトには、次の情報やダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様
■ サポートされているオペレーティングシステム
■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード
■ サポートされているオプションカード
■ 外部ストレージオプション

関連マニュアル
次の一覧は、Oracle Sun Fire X4800サーバーに関連するドキュメントの一覧です。こ
れらのドキュメントとその他のサポートドキュメントは、次のWebサイトで入手で
きます。

http://www.oracle.com/goto/x4800
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Fire X4800
サーバー固有のドキュメ
ント

Sun Fire X4800サーバー製品ド
キュメント

アスタリスク (*)が付いているすべ
てのドキュメントの統合HTML
版。検索と索引が含まれる。

『Sun Fire X4800サーバーご使用の
手引き』

図を多用した、設定のためのク
イックリファレンス。

『Sun Fire X4800サーバー設置マ
ニュアル』

最初の電源投入まで
の、サーバーの設置、ラック取り
付け、および設定方法。

『Sun Fire X4800サーバーご使用に
あたって』

サーバーに関する重要な最新情
報。

『Sun Installation Assistant 2.3
through 2.4 User’s Guide for x64
Servers』

サポート対象のWindowsまたは
Linux OSの補助付きインス
トール、ファームウェアのアップ
グレード、およびその他の作業に
使用する Sunのツール。

『Sun Fire X4800サーバーOracle
Solarisオペレーティングシステム
設置マニュアル』

Oracle Solaris OSをサーバーにイン
ストールする方法。

『Sun Fire X4800サーバー Linuxオ
ペレーティングシステム設置マ
ニュアル』

サポート対象の Linux OSを
サーバーにインストールする方
法。

『Sun Fire X4800サーバーWindows
オペレーティングシステム設置マ
ニュアル』

サポート対象のバージョンの
Microsoft Windowsをサーバーにイ
ンストールする方法。

『Sun Fire X4800 Server Diagnostics
Guide』

サーバーの問題を診断する方法。

『Sun Fire X4800サーバーサービス
マニュアル』

サーバーのサービスと保守の方
法。

『Sun Fire X4800 Server Safety and
Compliance Guide』

サーバーの安全性および適合性に
関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0補足マニュアル
Sun Fire X4800サーバー』

サーバーの Integrated Lights Out
Managerのバージョン固有の補足
情報。

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされてい
るユーティリティの使用方法。

保守ラベル シャーシとCPUモジュールにある
保守ラベルのコピー。

関連マニュアル

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0補足マニュアル Sun Fire X4800サーバー • 2010年 7
月、Revision A
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Integrated Controller
Disk Management

『Sun x64 Server Disk Management
Overview』

サーバーの記憶域の管理に関する
情報。

x86 Servers Applications
and Utilities Reference
Documentation

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされてい
るユーティリティの使用方法。

Oracle Integrated Lights
Out Manager (ILOM) 3.0
Documentation (以前の
Sun Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0ド
キュメント)

『Sun Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Feature Updates and
Release Notes』

ILOMの新機能に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Getting Started
Guide』

ILOM 3.0の概要。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Concepts
Guide』

ILOM 3.0の概念に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface
Procedures Guide』

ILOMをWebインタフェースを通
じて使用する方法。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 CLI Procedures
Guide』

コマンドによって ILOMを使用す
る方法。

『Sun Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Management Protocols
Reference Guide』

管理プロトコルに関する情報。

このドキュメントについて (PDFおよびHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。トピック
に基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

ドキュメントのコメント
製品ドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/secure/products-n-solutions/hardware/docs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルとパーツ番号を記載してくださ
い。

ドキュメントのコメント
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変更履歴
このドキュメントセットには次の変更が加えられています。

■ 2010年 4月 –設置マニュアルのリリース
■ 2010年 6月 –設置マニュアルおよびご使用の手引きの再リリース
■ 2010年 7月 –その他のドキュメントの初回リリース

変更履歴

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0補足マニュアル Sun Fire X4800サーバー • 2010年 7
月、Revision A
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ILOM補足マニュアルの概要

注 –このトピックセットに記載されている手順を実行する前に、『Sun Fire X4800
サーバー設置マニュアル』の説明に従ってハードウェアをセットアップしてくださ
い。

このトピックセットでは、次の項目について説明します。

説明 リンク

Integrated Lights Out Manager (ILOM)を使用して
サーバーを管理する方法について学習します。

11ページの「ILOMソフトウェアの概要」

ILOM、BIOS、およびHBAファームウェアを更
新します。

13ページの「ファームウェアの更新」

ILOMのインジケータとセンサー、および SNMP
トラップと PETトラップに関する情報を確認し
ます。

29ページの「インジケータ、センサー、および
トラップ」

9
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Oracle ILOMソフトウェアの概要

この節では、次のトピックについて説明します。

■ 11ページの「ILOMのドキュメントの概要」
■ 11ページの「ILOMソフトウェアの概要」
■ 12ページの「ILOMの機能」

注 –『Sun Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI Procedures Guide』には、パス
ワードを忘れた場合に ILOMシリアルコンソールからパスワードを復元する方法が
記載されています。復元の一環として、操作を行うユーザーがサーバーの設置場所
に物理的に存在していることを証明する必要があります。物理的に存在することを
証明するには、位置特定ボタン (サーバー正面の一番左側、およびサーバー背面のシ
リアル管理ポート付近にあるボタン)を押します。

ILOMのドキュメントの概要
次に示すドキュメントに、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)に関する各種情
報が記載されています。

■ Oracle Integrated Lights Out Management (ILOM) 3.0マニュアルセットには、ILOM
に関する詳しい情報が記載されています。

■ 『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「配線と電源」には、ILOMと通信
できるようにサーバーにケーブルを接続するための手順が記載されています。

■ 『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「ILOMおよびシステムコンソール
との通信」には、ILOMに接続するための手順が記載されています。

ILOMソフトウェアの概要
ILOMは、高度なサービスプロセッサハードウェアおよびソフトウェアで構成さ
れ、Sunサーバーの管理と監視に使用することができます。ILOM専用のハード
ウェアとソフトウェアは、x64ベースの Sun Fireサーバー、Sun Bladeモ
ジュラーシャーシシステム、Sun Bladeサーバーモジュール、SPARCベースの
サーバーなど、さまざまな Sunサーバープラットフォームにプリインストールされ
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ています。ILOMはデータセンターに不可欠な管理ツールであり、すでにシステムに
インストールされているほかのデータセンター管理ツールと統合して使用できま
す。

Oracleの製品ライン全体にわたって、標準に準拠した一貫性のある単一のサービス
プロセッサ (service processor、SP)を提供するため、現在、多くのシステムで ILOMを
サポートするための移行を進めています。

これには、ユーザーにとって次のような利点があります。

■ オペレータ用の単一で一貫性のあるシステム管理インタフェース
■ 各種プロトコルやさまざまな標準に対応
■ 他社管理のサポートの拡大
■ 追加コストなしでシステム管理機能をOracleサーバーに統合

ILOMの機能
ILOMを使用すると、オペレーティングシステムの状態とは独立にサーバーをアク
ティブに管理および監視し、信頼性の高い Lights Out Management (LOM)システムを
実現できます。ILOMでは次のことが可能です。

■ ハードウェアのエラーと障害を発生時に認識します。
■ サーバーの電源状態を遠隔から制御します。
■ ホストのグラフィカルコンソールまたはグラフィカルでないコンソールを表示し
ます。

■ システム上のセンサーとインジケータの現在の状態を表示します。
■ システムのハードウェア構成を確認します。
■ IPMI PET警告、SNMPトラップ警告、または電子メール警告によって、事前にシ
ステムイベントに関して生成された警告を受け取ります。

ILOMサービスプロセッサ (service processor、SP)は、組み込まれているオペ
レーティングシステムで動作し、専用の Ethernetポートを利用して、帯域外管理機
能を実現します。さらに、Sunがサポートしているホストオペレーティングシステム
(Oracle Solaris、Linux、およびWindows)で動作するサーバーから ILOMにアクセスで
きます。ILOMを使用すると、キーボード、モニター、およびマウスをローカルで接
続して使用するのと同じように、サーバーを遠隔から管理できます。

サーバーに電源が投入されるとすぐに、ILOMは自動的に初期化されます。完全な機
能を備えたブラウザベースのWebインタフェースと、それと同等なコマンド行イン
タフェース (command-line interface、CLI)を利用できます。さらに、業界標準の
SNMPインタフェースと IPMIインタフェースも利用できます。

ILOMの機能

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0補足マニュアル Sun Fire X4800サーバー • 2010年 7
月、Revision A

12



ファームウェアの更新

ILOM用、システム BIOS用、および LSI HBA用の各ファームウェアは定期的に更新
されます。更新されたファームウェアはサーバーのダウンロードサイトから入手で
きます。それにより、サーバーに対する機能の拡張やバグの修正が可能で
す。ファームウェアコンポーネントは、ソフトウェアの更新版ごとに、すべてをま
とめて更新する必要があります。13ページの「ファームウェアバージョンワーク
シート」を使用すると、アップグレードプロセスに必要なファームウェアの
バージョンを記録できます。

ファームウェアの更新プロセスは、次の各トピックで説明する手順に従って実行し
ます。これらの手順は、推奨される実行順に記載されています。

手順 説明 リンク

1 現在サーバー上で実行されている
ファームウェアのバージョンを確認し
ます。

14ページの「現在のファームウェア
バージョンを特定する」

2 対象となるファームウェアバージョン
を決定し、そのファームウェアをダウ
ンロードします。

20ページの「ファームウェア更新の準
備作業」

3 ILOMおよびシステム BIOSを更新しま
す。

21ページの「ILOMおよびシステム
BIOSを更新する」

4 組み込みHBA BIOSを更新します。 26ページの「組み込みHBA BIOSを更
新する」

ファームウェアバージョンワークシート
次の表は、この章で説明する各手順で特定したファームウェアバージョンを記録し
ておくためのものです。

ファームウェアのタイプ 現在のバージョン 中間バージョン 対象バージョン

ILOM[ILOM]
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ファームウェアのタイプ 現在のバージョン 中間バージョン 対象バージョン

BIOS

LSI HBA なし

CPLD

NEM[NEM]

FMOD

現在のファームウェアバージョンを特定する
ここで説明する手順のうち最初の 3つは、ILOMおよび BIOSの現在のファーム
ウェアバージョンを特定するための手順です。4つめの手順は、LSI HBAのファーム
ウェアバージョンを特定する方法を示したものです。

ここで説明する手順の具体的な内容は次のとおりです。

■ 14ページの「Webインタフェースを使用して ILOMおよび BIOSのファーム
ウェアバージョンを確認する方法」

■ 17ページの「コマンド行インタフェースを使用して ILOMおよび BIOSの
ファームウェアバージョンを確認する方法 (シリアルポート経由)」

■ 18ページの「コマンド行インタフェースを使用して ILOMおよび BIOSの
ファームウェアバージョンを確認する方法 (管理 Ethernetポート経由)」

■ 19ページの「LSI HBAのファームウェアバージョンを確認する方法」

▼ Webインタフェースを使用して ILOMおよびBIOSのファーム
ウェアバージョンを確認する方法

使用しているブラウザのアドレスフィールドにサーバーの SPの IPアドレスを入力し
て、ILOM Webインタフェースに接続します。たとえば、次のように入力します。

https://129.146.53.150

1

現在のファームウェアバージョンを特定する

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0補足マニュアル Sun Fire X4800サーバー • 2010年 7
月、Revision A
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ILOMのログイン画面が表示されます。

現在のファームウェアバージョンを特定する

15



ILOM SPにログインして、デフォルトのユーザー名 (root)とデフォルトのパスワード
(changeme)を入力します。

最初に「System Information」の「Overview」ページが表示されます。このページで
は ILOMのバージョンおよびビルド番号を確認できます。

「System Information」の「Components」をクリックします。

「Component Name」フィールドの「/SYS/BIOS」をクリックします。

「view component name and information」ダイアログボックスが表示されます。

2

3

4

現在のファームウェアバージョンを特定する

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0補足マニュアル Sun Fire X4800サーバー • 2010年 7
月、Revision A
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FRUバージョンのフィールドに、BIOSのバージョン番号が表示されます。

13ページの「ファームウェアバージョンワークシート」に ILOMおよびBIOSの
バージョンを記入します。

▼ コマンド行インタフェースを使用して ILOMおよびBIOSの
ファームウェアバージョンを確認する方法 (シリアルポート経由)

端末デバイス、またはラップトップかPCで稼働しているターミナルエ
ミュレーションソフトウェアを次のように設定します。

■ 8N1:データビット 8、パリティなし、ストップビット 1
■ 9600ボー
■ ハードウェアのフローコントロール無効 (CTS/RTS)
■ ソフトウェアのフローコントロール無効 (XON/XOFF)

サーバーの背面パネル上にあるRJ-45 SER MGTポートと、端末デバイスまたはPCをシ
リアルケーブルで接続します。

端末デバイス上で Enterを押して、端末デバイスとサーバーの SP間の接続を確立しま
す。

SPにより次のようなログインプロンプトが表示されます。

SUN0111AP0-0814YT06B4 login:

5
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3
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デフォルトの場合、ログインプロンプトには製品のシリアル番号が表示されま
す。この例では、0111AP0-0814YT06B4がそれに相当します。この値は、ユーザーま
たはDHCPサーバーによって割り当てられるホスト名の場合もあります。

ILOM SPにログインして、デフォルトのユーザー名 (root)とデフォルトのパスワード
(changeme)を入力します。
正常にログインすると、SPにデフォルトのコマンドプロンプトが表示されます。

->

ILOMのバージョン情報を表示する場合は、次のコマンドを入力します。
version

このコマンドにより、次のような出力が返されます。
SP firmware 2.0.2.16

SP firmware build number: 42063

SP firmware date: Mon Feb 9 22:45:34 PST 2009

SP filesystem version: 0.1.16

BIOSのバージョンを表示する場合は、次のコマンドを入力します。
show /SYS/BIOS

このコマンドにより、次のような出力が返されます。
/SYS/MB/BIOS

Targets:

Properties:

type = BIOS

ipmi_name = MB/BIOS

fru_name = SYSTEM BIOS

fru_manufacturer = AMERICAN MEGATRENDS

fru_version = 1ABSF005

fru_part_number = AMIBIOS8

Commands:

cd

show

fru_versionフィールドに、BIOSのバージョン番号が表示されます。

13ページの「ファームウェアバージョンワークシート」に ILOMおよびBIOSの
バージョンを記入します。

▼ コマンド行インタフェースを使用して ILOMおよびBIOSの
ファームウェアバージョンを確認する方法 (管理 Ethernetポート
経由)

イーサネットケーブルRJ-45を後面パネルのイーサネットポートNET MGTに接続しま
す。

4

5
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次のコマンドにより SSH接続を確立し、プロンプトが表示されたら、デフォルトの
パスワード changemeを入力します。

# ssh —l root sp_ip_address

changeme

正常にログインすると、SPにデフォルトのコマンドプロンプトが表示されます。

->

ILOMのバージョン情報を表示する場合は、次のコマンドを入力します。

version

このコマンドにより、次のような出力が返されます。

SP firmware 2.0.2.16

SP firmware build number: 42063

SP firmware date: Mon Feb 9 22:45:34 PST 2009

SP filesystem version: 0.1.16

BIOSのバージョンを表示する場合は、次のコマンドを入力します。

show /SYS/BIOS

このコマンドにより、次のような入力が返されます。

/SYS/MB/BIOS

Targets:

Properties:

type = BIOS

fru_name = SYSTEM BIOS

fru_description = SYSTEM BIOS

fru_manufacturer = AMERICAN MEGATRENDS

fru_version = 0ABMN052

fru_part_number = AMIBIOS8

Commands:

cd

show

fru_versionフィールドに、BIOSのバージョン番号が表示されます。

13ページの「ファームウェアバージョンワークシート」に ILOMおよびBIOSの
バージョンを記入します。

▼ LSI HBAのファームウェアバージョンを確認する方法

サーバーを再起動します。

システムの起動時に表示される LSIのファームウェアバーションを記入します。

2

3

4
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LSIの現在のファームウェアバーションを13ページの「ファームウェアバージョン
ワークシート」に記入します。

ファームウェア更新の準備作業
このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 20ページの「更新するファームウェアバージョンの決定方法」
■ 20ページの「ファームウェアの更新版のダウンロード方法」

▼ 更新するファームウェアバージョンの決定方法
この手順の中で決定されたファームウェアの中間バージョンおよび対象バージョン
は、13ページの「ファームウェアバージョンワークシート」に記入します。

サーバーに対して使用可能なファームウェアバージョンすべてに関する情報を『ご
使用にあたって』で確認し、ダウンロードするファームウェアのバージョンが含ま
れるソフトウェアダウンロードバージョンを選択します。

注 – ILOMおよびBIOSの一部の更新版については、いったん中間のファームウェア
バージョンに更新した後で、対象となる ILOMバージョンに更新する必要がありま
す。必要な中間ファームウェアバージョンは、『ご使用にあたって』に指定されて
います。

ファームウェアの中間バージョンおよび対象バージョンを13ページの「ファーム
ウェアバージョンワークシート」に記入します。

サーバーの5ページの「製品情報Webサイト」に移動し、利用可能なソフトウェアダ
ウンロードバージョンにアクセスします。

▼ ファームウェアの更新版のダウンロード方法

ダウンロードするファームウェアに対応するソフトウェアの更新版を特定します。
20ページの「ファームウェア更新の準備作業」を参照してください。

適切なファームウェアの更新版に対応する行の「Download」をクリックします。

「Platform」ドロップダウンリストから「Firmware」を選択します。

ボックスをクリックして、ソフトウェア使用許諾条件に同意します。

3
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Sunダウンロードセンターのユーザー名およびパスワードを入力します。

ユーザー名とパスワードがない場合は、「Register Now」をクリックして登録を
行ってください。登録は無料です。

適切なイメージファイル名をクリックします。ファイル名は ILOM-

firmware_version.imaという形式です。
例: ILOM-3_0_3_31-r42822.pkg-Sun_Fire_X4800 Modular.pkg

目的のファイルを選択し「Download Selected with Sun Download Manager」ボタンをク
リックすると、SDMが自動的にインストールされ、使用可能な状態になります。

ダウンロードサイトには、SDMを使用するための詳しい説明が記載されています。

SDMは使用することが推奨されますが、必須ではありません。SDMを使用する代わ
りに、ブラウザを使用してダウンロードするファイル名を直接クリックすることも
できます。

ILOMおよびシステムBIOSを更新する
ここでは、ILOMおよびシステム BIOSを更新する 2種類の方法について説明しま
す。

■ 21ページの「Webインタフェースを使用して ILOMおよびシステム BIOSを更新
する方法」

■ 25ページの「コマンド行インタフェースを使用して ILOMおよびシステム BIOS
を更新する方法」

▼ Webインタフェースを使用して ILOMおよびシステムBIOSを更新
する方法
■ システム上で現在動作している ILOMのバージョンを識別します。14ページ
の「現在のファームウェアバージョンを特定する」を参照してください。

■ Sunプラットフォームの製品Webサイトから、使用しているサーバーまたは
CMMのファームウェアイメージをダウンロードします。 20ページの「ファーム
ウェアの更新版のダウンロード方法」を参照してください。

■ サポートされているプロトコル (TFTP、FTP、HTTP、HTTPS)を使用して、Web
ブラウザが実行されているシステムにファームウェアイメージをコピーします。

■ Admin (a)役割のアカウント権限をもつ ILOMユーザー名とパスワードを取得しま
す。システム上でファームウェアを更新するには、Admin (a)権限が必要です。

5

6

7
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注 –ファームウェアの更新プロセスは、完了するまでに 15分程度を要する場合があ
ります。これは、使用しているシステムが 4ソケットシステムであるか 8ソケットシ
ステムであるかによります。この間、ほかの ILOMタスクを実行しないでくださ
い。ファームウェアの更新が完了すると、システムが再起動します。

ILOM Webインタフェースにログインします。

『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「ILOM Webインタフェースに接続す
る方法」を参照してください。

「Maintenance」–>「Firmware Upgrade」を選択します。

「Firmware Upgrade」ページが表示されます。

「Firmware Upgrade」ページで、「Enter Upgrade Mode」をクリックします。

更新プロセスが完了すると、「Upgrade Verification」ダイアログが表示されます。こ
のダイアログには、ログインしているほかのユーザーのセッションが切断されると
いう内容のメッセージが表示されます。

1
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3
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「Upgrade verification」ダイアログボックスで「OK」をクリックし、操作を続行しま
す。

アップロードするイメージファイルを選択するためのプロンプトが表示されます。

次の操作を実行します。

a. 次のいずれかの手順を実行して、イメージの位置を指定します。

■ 「Browse」をクリックし、インストールするファームウェアイメージの場所を
選択します。

■ 使用しているシステムでサポートされている場合は、「Specify URL」をク
リックします。ファームウェアイメージのURLをテキストボックスに入力しま
す。

b. 「Upload」\'83\'7bタンをクリックして、ファイルをアップロードし検証します。

ファイルがアップロードされ検証されるまで待ちます。

「Firmware Verification」ページが\'95\'5c示されます。

「Firmware Verification」ページで、次のいずれかのオプションを有効にします。

■ Preserve Configuration。ILOMの既存の設定を保存し更新プロセスの完了後に復元す
る場合は、このオプションを有効にします。

■ Delay BIOS upgrade until next server power off。システムの次回再起動時までBIOS
アップグレードを延期する場合は、このオプションを有効にします。

4
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6
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「Start Upgrade」をクリックして、アップグレードプロセスを開始する
か、「Exit」をクリックしてプロセスを取り消します。

「Start Upgrade」をクリックすると、アップグレードプロセスが開始され、プロセス
の続行を確認するプロンプトが表示されます。

注 –ファームウェア更新の前に ILOMの設定を保存しなかった場合は、ILOMの初期
セットアップ処理を実行して ILOMに再接続する必要があります。

プロンプトで「OK」をクリックして続行します。

「Update Status」ページが表示され、更新の進捗状況が表示されます。更新の進捗状
況が 100%に達すると、ファームウェアのアップロードは完了です。アップロードが
完了すると、システムは自動的に再起動します。

注 –更新の完了後、ILOMのWebインタフェースが正しく再表示されないことがあり
ます。ILOM Webインタフェースで情報が欠落している場合やエラーメッセージが表
示される場合は、更新前のバージョンのキャッシュされているページが表示されて
いる可能性があります。ブラウザのキャッシュをクリアしてブラウザを再\'95\'5c示
してから、続行してください。

SP ILOM Webインタフェースにログインします。

「System Information」->「Version」を選択して、SPまたはCMMのファームウェア
バージョンが、インストールしたファームウェアイメージのバージョンと一致する
ことを確認します。

7
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▼ コマンド行インタフェースを使用して ILOMおよびシステムBIOS
を更新する方法
■ システム上で現在動作している ILOMのバージョンを識別します。14ページ
の「現在のファームウェアバージョンを特定する」を参照してください。

■ Sunプラットフォームの製品Webサイトから、使用しているサーバーのファーム
ウェアイメージをダウンロードします。20ページの「ファームウェアの更新版の
ダウンロード方法」を参照してください。

■ サポートされているプロトコル (TFTP、FTP、HTTP、HTTPS)を使用して
ファームウェアイメージをローカルサーバーにコピーします。

■ Admin (a)役割のアカウント権限をもつ ILOMユーザー名とパスワードを取得しま
す。システム上でファームウェアを更新するには、Admin (a)権限が必要です。

■ ファームウェアを更新するためのネットワーク接続が確立されていることを確認
する場合は、-> show /SP/networkと入力します。

注 –ファームウェアの更新プロセスは、完了するまでに 15分から20分程度を要しま
す。これは、使用しているシステムが 4ソケットシステムであるか 8ソケットシステ
ムであるかによります。この間、ほかの ILOMタスクを実行しないでくださ
い。ファームウェアの更新が完了すると、システムが自動的に再起動します。

ILOM CLIにログインします。

詳細は、『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「ILOMへの接続」を参照し
てください。

次のコ\'83\'7dンドを入力して、ILOMファームウェアイメージをロードします。

->load –source supported_protocol ://server_ip/path_to_firmware_image /filename.ima

TFTP、FTP、HTTP、またはHTTPSを使用します。

ファームウェア更新プロセスについての注意が表示され、続いてイメージをロード
するためのメッセージプロンプトが表示されます。この注意の内容は、使用してい
るサーバープラットフォームによって異なります。

指定したファイルをロードするためのプロンプトに対し、「はい」の場合
は「y」、「いいえ」の場合は「n」を入力します。

設定の保存を確認するプロンプトが\'95\'5c示されます。

設定の保存についてのプロンプトで、「はい」の場合は「y」、「いいえ」の場合
は「n」を入力します。

ILOMの既存の設定を保存して更新プロセスの完了後に復元する場合は、「y」と入
力します。

始める前に
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このプロンプトで「n」と入力すると、これとは別のプラットフォーム固有のプロン
プトが表示されます。

また、BIOSの更新を延期するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されます。

サーバーを強制終了してBIOSをアップグレードするかどうかを尋ねるメッセージに
対して、「はい」の場合は「y」、「いいえ」の場合は「n」を入力します。

注 –プロンプトで「n」(「いいえ」)を入力すると、システムの次回再起動時まで
BIOSの更新が延期されます。プロンプトで「y」(「はい」)を入力すると、ファーム
ウェア更新の際、必要であれば BIOSが自動的に更新されます。

指定されたファームウェアファイルがロードされると、システムが自動的に再起動
して、ファームウェアの更新が完了します。

手順 1で入力したユーザー名とパスワードを使用して、SSH接続経由で ILOM
サーバーの SPまたはCMMに再接続します。
ファームウェア更新の前に ILOMの設定を保存しなかった場合は、ILOMの初期
セットアップ処理を実行して ILOMに再接続する必要があります。詳細は、『Sun
Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「ILOMおよびシステムコンソールとの通
信」を参照してください。

正しいファームウェアバージョンがインストールされたことを確認するため、CLIプ
ロンプトで次のコマンドを入力します。
-> version

組み込みHBA BIOSを更新する
LSIファームウェアを更新するには、専用のCDまたはCDイメージからシステムを
起動する必要があります。

次の 2とおりの方法で更新できます。
■ 26ページの「リモートコンソールを使用して LSIファームウェアを更新する方
法」

■ 28ページの「LSIファームウェアをローカルで更新する方法」

▼ リモートコンソールを使用して LSIファームウェアを更新する方
法

『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「ILOM Webインタフェースに接続する
方法」に記載されている手順に従って、ILOMリモートコンソールに接続します。

リモートコンソールウィンドウで、「Devices」を選択します。
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ポップアップ画面で、CD-ROMイメージを選択します。

ドロップダウンメニューの選択項目にチェックマークが表示されます。

LSIファームウェアの更新イメージファイル (.isoファイル)を参照し、正しい .iso
ファイルを選択します。

ILOMのGUIで「Remote Control」->「Remote Power Control」を選択します。

ドロップダウンメニューから「Reset」を選択します。

システムが再起動したら、リモートコンソールウィンドウから「1 (Perform the
Update)」を選択します。

更新が実行されます。

更新が完了すると、コンソールに新しいプロンプトが表示されます。
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リモートコンソールウィンドウで、「Devices」->「CDROM Image」を選択し、LSI
ファームウェアの更新イメージファイル (.isoファイル)を削除します。

「Keyboard」->「Control Alt Delete」を選択します。
システムが起動し、起動メッセージに新しい LSIファームウェアのバージョンが表示
されます。

新しい LSIファームウェアのバージョンを確認します。

▼ LSIファームウェアをローカルで更新する方法

Sun Fire X86サーバーのWebサイトから LSIファームウェアの .isoファイルをダウン
ロードし、起動用CDにコピーします。

注 –起動用CDの内容は、オペレーティングシステムで確認すると、空の状態として
表示されます。これは、正常な動作です。

起動用CDを挿入し、サーバーを再起動します。
ファームウェアがアップグレードされます。

システムをリブートします。

起動メッセージに新しい LSIファームウェアのバージョンが表示されます。
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インジケータ、センサー、およびト
ラップ

この章では、ILOMのセンサーとインジケータ、SNMPトラップ、および PETト
ラップについて説明します。

■ インジケータは、LEDなどのシステムインジケータの状態を通知するためのもの
です。29ページの「インジケータ」を参照してください。

■ センサーは、電圧、温度、ファン速度、インストールおよび削除されたコン
ポーネントなど、サーバーに関するさまざまな物理情報を通知するためのもので
す。31ページの「センサー」を参照してください。

■ SNMPトラップおよび PETトラップは、イベントに関する情報をイベントログお
よび IPMIベースボード管理コントローラに送信するためのものです。36ページ
の「SNMPトラップおよび PETトラップ」を参照してください。

インジケータ
これらの値は、シャーシやその他のシステムコンポーネントの LEDの状態を表して
います。

センサー 説明

OK 緑色のOK LEDの状態:
■ オン -システム電源がオンです。
■ すばやく点滅 - SPが起動中です。システム電源はオンになる
準備ができていません。

■ ゆっくり点滅 -ホストが起動中です。
■ スタンバイ -システム電源がオフです。
■ オフ - G5システム電源が接続されていません。

SERVICE オレンジ色の保守用 LEDの状態:
■ オン -システムに障害が発生しています
■ オフ -システムに障害は発生していません。
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センサー 説明

TEMPFAIL オレンジ色のシャーシ温度障害 LEDの状態:
■ オン -システムの動作温度が正常の範囲を超えているた
め、電源をオンにできません。

■ オフ -システムの動作温度が正常の範囲内にあり、電源をオ
ンにできます。

LOCATE 白色の位置特定 LEDの状態:
■ すばやく点滅 -位置特定 LEDが点滅しています (システムを
識別中)

■ オフ -位置特定 LEDは点滅していません

注 – NEMインジケータでは、nは 0または 1です。

NEMn/OK NEMの緑色 LEDの状態:
■ オン - NEMがオンです。
■ オフ - NEMがオフです。

NEMn/SERVICE NEMのオレンジ色 LEDの状態:
■ オン - NEMに障害が発生しています
■ オフ - NEMに障害は発生していません

NEMn/OK2RM NEMの青色 LEDの状態:
■ オン - NEMはいつでも取り外せます
■ オフ - NEMはまだ取り外せません

NEMn/LOCATE NEMの位置特定ボタン/LEDの状態:
■ オン - NEMの位置特定 LEDがオンです
■ オフ - NEMの位置特定 LEDがオフです

FMn/SERVICE ファンモジュールおよびそのオレンジ色 LEDの状態。nは 0か
ら 3:
■ オン - LEDがオンで、ファンモジュールに障害が発生してい
ます

■ オフ - LEDがオフで、ファンモジュールに障害は発生してい
ません

注 –すべてのHDDインジケータで、nは 0から 7です。

DBP/HDDn/SVC HDDおよびそのオレンジ色 LEDの状態:
■ オン - HDDに障害が発生しています
■ オフ - HDDに障害は発生していません

DBP/HDDn/OK2RM HDDの青色の取り外し可能 LEDの状態:
■ オン - HDDはいつでも取り外せます
■ オフ - HDDはまだ取り外せません

注 –すべてのプロセッサモジュールインジケータで、nは 0から 3です。

インジケータ
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センサー 説明

BLn/OK プロセッサモジュールの緑色のOK LEDの状態:
■ オン -プロセッサモジュールは実行中です
■ ゆっくり点滅 -プロセッサモジュールは起動中です
■ オフ -プロセッサモジュールはオフラインです

BLn/SERVICE プロセッサモジュールのオレンジ色の保守用 LEDの状態:
■ オン -プロセッサモジュールに障害が発生しています
■ オフ -プロセッサモジュールに障害は発生していません

BLn/OK2RM プロセッサモジュールの青色の取り外し可能 LEDの状態:
■ オン -プロセッサモジュールはいつでも取り外せます
■ オフ -プロセッサモジュールはまだ取り外せません

BLn/LOCATE プロセッサモジュールの位置特定ボタン/白色 LEDの状態:
■ すばやく点滅 -位置特定 LEDが点滅しています
■ オフ -位置特定 LEDがオフです

BLn/FMODx/SVC プロセッサモジュールのファンモジュールにおける保守用 LED
の状態 (xは 0または 1):
■ オン -ファンモジュールに障害が発生しています
■ オフ -ファンモジュールに障害は発生していません

BLn/Px/SVC プロセッサモジュールのCPUに関する赤色保守用 LEDの状態 (x
は 0または 1):
■ オン - CPUに障害が発生しています
■ オフ - CPUに障害は発生していません

BLn/Px/D y/SVC プロセッサモジュールのDIMMの 1つに対応する保守用 LEDの
状態 (xおよび yの意味は次のとおり):
■ xはCPU 0またはCPU 1を表します
■ yはDIMM 0からDIMM 15を表します。
値は次のとおりです。
■ オン - DIMMに障害が発生しています
■ オフ - DIMMに障害は発生していません

センサー
センサーは、サーバーのコンポーネント全体に付いているセンサーの状態を通知し
ます。

システムセンサー

センサーは、電圧、温度、ファン速度、インストールおよび削除されたコンポーネ
ントなど、サーバーに関するさまざまな物理情報を通知するためのものです。

センサー
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センサー 説明

PWRBS 使用されません

ACPI システム電源
■ 0x0010 -サーバーがオンです
■ 0x0020 -サーバーがオフです

SP/T_AMB サービスプロセッサの温度

T_AMB シャーシ周囲温度
■ 重大な上限温度: 40℃
■ 回復不可能な上限温度: 45℃

HOT プロセッサモジュールのディスクリート温度センサー
■ 0x0001:非アサート。メインファンが通常の速度で稼働しています
■ 0x0002:アサート。メインファンが高速で稼働しています

VPS シャーシの消費電力 (ワット)

NEM[NEM]

サーバーは 1つまたは 2つのネットワーク拡張モジュール (NEM)をサポートしてい
ます。NEM xは、NEM0またはNEM1を表します。

センサー 説明

NEMn/PRSNT 0x0001 - NEMnが存在しません

0x0002 - NEMnが存在しています

NEMn/STATE 0x0001 - NEMnが実行中です

0x0004 - NEMnは電源がオフです

0x0020 - NEMnはいつでも取り外せます

NEMn/ERR 0x0001 -アサート。NEMnに障害が発生しています

0x0002 -非アサート。NEMnに障害は発生していません

シャーシのファンモジュールおよびファン

シャーシには 4台のファンモジュールがあり、それぞれのモジュールに 2基のファン
が搭載されています。

■ nは、ファンモジュール 0から 3を表します
■ xはファン 0または 1を表します

センサー
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センサー 説明

FMn/PRSNT 0x0001 - FMnが存在しません。障害ではありません

0x0002 - FMnが存在しています。障害です。

FMn/ERR 0x0001 -アサート。FMnが存在しません。保守用 LEDがオンです。

0x0002 -非アサート。FMnの障害ではありません。

FMn/Fx/TACH 1分あたりのファンの回転速度。

電源

ここでは、各種電源センサーを表にまとめてあります。PSnは、PS0から PS3を表し
ます。

センサー 説明

PSn/P_IN PSnの入力電力

PSn/P_OUT PSnの出力電力

PSn/V_IN PSnの入力電圧

PSn/V_12V PSnの 12Vレールの電圧

PSn/V_3V3 PSnの 3.3Vレールの電圧

PSn/T_AMB PSnの周囲温度センサー

PSn/V_OUT_OK PSn出力のディスクリートセンサー。
■ 0x0001 -非アサート - PSn -出力はオフです
■ 0x0002 -アサート - PSn -出力はオンです

PSn/V_IN_ERR PSnの入力電圧エラー。
■ 0x0001 -非アサート - PSn -入力電圧は正常です
■ 0x0002 -アサート - PSn -入力電圧エラー

PSn/V_IN_WARN PSnの入力電圧の警告。
■ 0x0001 -非アサート - PSn -入力電圧は正常です
■ 0x0002 -アサート - PSn -入力電圧が範囲外です

PSn/V_OUT_ERR PSnの出力電圧エラー
■ 0x0001 -非アサート - PSn -出力電圧は正常です
■ 0x0002 -アサート - PSn -出力電圧エラー

PSn/I_OUT_ERR PSnの出力電流
■ 0x0001 -非アサート - PSn -出力電流は正常です
■ 0x0002 -アサート - PSn -出力電流エラー

センサー
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センサー 説明

PSn/I_OUT_WARN PSnの入力電流の警告
■ 0x0001 -非アサート - PSn -出力電流は正常です
■ 0x0002 -アサート - PSn -出力電流が範囲外です

PSn/T_ERR PSnの温度障害
■ 0x0001 -非アサート - PSnの温度は正常です
■ 0x0002 -アサート - PSn温度エラー

PSn/T_WARN PSnの温度の警告
■ 0x0001 -非アサート - PSnの温度は正常です
■ 0x0002 -アサート - PSn温度の警告

PSn/FAN_ERR PSnのファンの障害
■ 0x0001 -非アサート - PSnのファンは正常です
■ 0x0002 -アサート - PSnファンに障害が発生しています

PSn/FAN_WARN PSnのファンの警告
■ 0x0001 -非アサート - PSnのファンは正常です
■ 0x0002 -アサート - PSnファンの警告

PSn/ERR PSnのエラー
■ 0x0001 -非アサート - PSnは正常です
■ 0x0002 -アサート - PSnに障害が発生しています

PSn PRSNT PSnの存在
■ 0x0001 - PSnが存在しません。PSnが存在せず、シャーシに障害が発生
しています。

■ 0x0002 - PSnが存在しています。シャーシは正常です。

ハードディスクドライブセンサー

サーバーは 8台のハードディスクドライブ (HDD)をサポートしています。HDDn
は、HDD0からHDD7を表します。

センサー 説明

DBP/HDDn/PRSNT HDDnの存在
■ 0x0001 - HDDnが存在しません。これは障害ではありません。
■ 0x0002 - HDDが存在しています。

DBP/HDDn/STATE HDDnの状態
■ 0x0001 - HDDnは正常です。
■ 0x0002 - HDDに障害が発生しています。

センサー
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プロセッサモジュール

サーバーには、2台または 4台のプロセッサモジュールが搭載されています。BLn
は、プロセッサモジュール BL0から BL3を表します。

センサー 例: 説明

BLn/PRSNT 0x02 0x02は存在しています。0x01は存在していません。
■ プロセッサモジュール 0および 3は必ず存在します。
■ プロセッサモジュール 1および 2はオプションです。

BLn/VPS 290ワット プロセッサモジュールが使用している電力。

BLn/STATE 0x04 値および範囲は今後決定します

BLn/ERR 0x01 値および範囲は今後決定します

BLn/HOT 0x01 値および範囲は今後決定します

BLn/FEMx/PRSNT 0x02 各プロセッサモジュールでは 1つまたは 2つのファブリック拡
張モジュール (FEM)、FEM0と FEM1を使用できます。

Bln/REM/PRSNT 0x01 各プロセッサモジュールではRAID拡張モジュール (REM)を 1
つ使用できます。

EMx.x/PRSNT 0x01 サーバーには、8つの PCIe ExpansionModuleスロットがありま
す。各プロセッサモジュールは 2つのスロットに関連付けられ
ています。
■ 0.0 –スロット 0 – BL0
■ 0.1 –スロット 1 – BL0
■ 1.0 –スロット 2 – BL1
■ 1.1 –スロット 3 – BL1
■ 2.0 –スロット 4 – BL2
■ 2.1 –スロット 5 – BL2
■ 3.0 –スロット 6 – BL3
■ 3.1 –スロット 7 – BL3

BLn/Px/PRSNT 0x02 各プロセッサモジュールは 2つのプロセッサ、P0および P1をサ
ポートしています。

BLn/FMODx/PRSNT 0x01 各プロセッサモジュールは 2つのファンモジュール、FMOD0お
よび FMOD1をサポートしています。

BLn/T_AMB 27℃ プロセッサモジュールの周辺温度。

センサー
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SNMPトラップおよびPETトラップ
SNMPトラップは、ILOMの管理下にある SNMPデバイスで有効になっている SNMP
エージェントによって生成されます。ILOMは SNMPトラップを受信して、これらを
イベントログに表示される SNMPイベントメッセージに変換します。

Platform Event Trap (PET)イベントは、Alert Standard Format (ASF)または IPMIベース
ボード管理コントローラを備えたシステムによって生成されます。PETイベント
は、発生する可能性があるシステムの障害を事前に報告します。

管理情報ベース (MIB)はツールとドライバのCDに収録されています。また
は、http://www.oracle.com/goto/x4800からダウンロードすることもできます。

次の表は、トラップとセンサーの関係を示したものです。

センサー トラップ/イベント/重要度 説明

NEM[NEM] sunHwTrapIOFault

event fault.chassis.device.fail

MAJOR (中度)

IOサブシステムのコンポーネントで
障害が発生した疑いがあります。

sunHwTrapIOFaultCleared

event fault.chassis.device.fail

INFORMATIONAL (情報のみ)

IOサブシステムのコンポーネントの
障害がクリアされました。

PS sunHwTrapPowerSupplyFault

event fault.chassis.env.power.loss

MAJOR (中度)

電源装置コンポーネントで障害が発生
した疑いがあります。

sunHwTrapPowerSupplyFaultCleared

event fault.chassis.env.power.loss

INFORMATIONAL (情報のみ)

電源装置コンポーネントの障害がクリ
アされました。

SNMPトラップおよび PETトラップ
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センサー トラップ/イベント/重要度 説明

T_AMB

PSn/T_AMB

BLn/T_AMB

nは 0から 3

sunHwTrapTempCritThreshold
Exceeded (超過)

Upper critical threshold exceeded (重大
なしきい値の上限を上回りました)

MAJOR (中度)

温度センサーは、測定値が重大なしき
い値設定の上限を上回ったか、重大な
しきい値設定の下限を下回ったことを
報告していま
す。sunHwTrapThresholdTypeオブ
ジェクトにより、しきい値が上限で
あったか下限であったかが示されま
す。

sunHwTrapTempCritThreshold
Deasserted (状態表明停止)

Upper critical threshold no longer
exceeded (重大なしきい値の上限を下
回りました)

INFORMATIONAL (情報のみ)

温度センサーは、測定値が重大なしき
い値設定の上限を下回ったか、重大な
しきい値設定の下限を上回っているこ
とを報告していま
す。sunHwTrapThresholdTypeオブ
ジェクトにより、しきい値が上限で
あったか下限であったかが示されま
す。

sunHwTrapTempFatalThreshold
Exceeded (超過)

Upper fatal threshold exceeded (致命的
なしきい値の上限を上回りました)

CRITICAL (重大)

温度センサーは、測定値が致命的なし
きい値設定の上限を上回ったか、致命
的なしきい値設定の下限を下回ったこ
とを報告していま
す。sunHwTrapThresholdTypeオブ
ジェクトにより、しきい値が上限で
あったか下限であったかが示されま
す。

sunHwTrapTempFatalThreshold
Deasserted (状態表明停止)

Upper fatal threshold no longer exceeded
(致命的なしきい値の上限を下回りま
した)

INFORMATIONAL (情報のみ)

温度センサーは、測定値が致命的なし
きい値設定の上限を下回ったか、致命
的なしきい値設定の下限を上回ってい
ることを報告していま
す。sunHwTrapThresholdTypeオブ
ジェクトにより、しきい値が上限で
あったか下限であったかが示されま
す。

SNMPトラップおよび PETトラップ
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センサー トラップ/イベント/重要度 説明

BLn/T_AMB

nは 0から 3

sunHwTrapTempNonCritThreshold
Exceeded (超過)

Upper noncritical threshold exceeded
(重大でないしきい値の上限を上回り
ました)

MINOR (軽度)

温度センサーは、測定値が重大でない
しきい値設定の上限を上回ったか、重
大でないしきい値設定の下限を下
回ったことを報告していま
す。sunHwTrapThresholdTypeオブ
ジェクトにより、しきい値が上限で
あったか下限であったかが示されま
す。

sunHwTrapTempOk

Upper noncritical threshold no longer
exceeded (重大でないしきい値の上限
を下回りました)

INFORMATIONAL (情報のみ)

温度センサーは、測定値が正常な動作
範囲内にあることを報告しています。

HOT

BLn/HOT

sunHwTrapComponentError

Assert (表明)

MAJOR (中度)

センサーがエラーを検出しました。こ
の汎用の「コンポーネント」トラップ
は、SNMPエージェントがコンポーネ
ントのタイプを認識できなかったとき
に生成されます。

sunHwTrapComponentOk

Deassert (表明停止)

INFORMATIONAL (情報のみ)

センサーは正常な状態に戻りまし
た。この汎用の「コンポーネント」ト
ラップは、SNMPエージェントがコン
ポーネントのタイプを認識できな
かったときに生成されます。

PWRBS

PSn/V_IN_ERR

PSn/V_IN_WARN

PSn/V_OUT_ERR

PSn/I_OUT_ERR

PSn/I_OUT_WARN

PSn/T_ERR

PSn/T_WARN

PSn/FAN_ERR

PSn/FAN_WARN

PSn/ERR

nは 0から 3

sunHwTrapPowerSupplyError

Assert (表明)

MAJOR (中度)

電源装置センサーがエラーを検出しま
した。

sunHwTrapPowerSupplyOk

Deassert (表明停止)

INFORMATIONAL (情報のみ)

電源装置センサーは正常な状態に戻り
ました。

SNMPトラップおよび PETトラップ
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センサー トラップ/イベント/重要度 説明

ACPI sunHwTrapComponentError

MAJOR (中度)
次のいずれか:
■ ACPI_ON_WORKING DEASSERT
■ ACPI_ON_WORKING DEASSERT
■ ACPI_SOFT_OFF ASSERT
■ ACPI_SOFT_OFF DEASSERT

センサーがエラーを検出しました。こ
の汎用のコンポーネントトラップ
は、SNMPエージェントがコンポーネ
ントのタイプを認識できなかったとき
に生成されます。

PSn/V_OUT_OK

nは 0から 3

sunHwTrapPowerSupplyError

Deassert (表明停止)

MAJOR (中度)

電源装置センサーがエラーを検出しま
した。

sunHwTrapPowerSupplyOk

Assert (表明)

INFORMATIONAL (情報のみ)

電源装置センサーは正常な状態に戻り
ました。

DBP/HDDn/STATE

nは 0から 7

sunHwTrapHardDriveStatus

DRIVE_FAULT ASSERT

INFORMATIONAL (情報のみ)

sunHwTrapComponentNameで識別さ
れるハードドライブの状態が変化しま
した。

sunHwTrapHardDriveStatus

DRIVE_FAULT DEASSERT

INFORMATIONAL (情報のみ)

sunHwTrapComponentNameで識別さ
れるハードドライブの状態が変化しま
した。

sunHwTrapHardDriveStatus

PREDICTIVE_FAILURE ASSERT

INFORMATIONAL (情報のみ)

sunHwTrapComponentNameで識別さ
れるハードドライブの状態が変化しま
した。

sunHwTrapHardDriveStatus

PREDICTIVE_FAILURE DEASSERT

INFORMATIONAL (情報のみ)

sunHwTrapComponentNameで識別さ
れるハードドライブの状態が変化しま
した。

sunHwTrapHardDriveStatus

HOT_SPARE ASSERT

INFORMATIONAL (情報のみ)

sunHwTrapComponentNameで識別さ
れるハードドライブの状態が変化しま
した。

sunHwTrapHardDriveStatus

HOT_SPARE DEASSERT

INFORMATIONAL (情報のみ)

sunHwTrapComponentNameで識別さ
れるハードドライブの状態が変化しま
した。

SNMPトラップおよび PETトラップ
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更新の準備作業[こうしんのじゅんびさぎょう

], 20
ファームウェアバージョン,ワークシート, 13
ファームウェアバージョン[ふぁーむうぇあ
ばーじょん]
CLIによる確認 (シリアルポート経由)[CLIによ
るかくにん(しりあるぽーとけいゆ)], 17–18

CLIによる確認 (管理 Ethernetポート経
由)[CLIによるかくにん(かん
りEthernetぽーとけいゆ)], 18–19

Webインタフェースによる確認[Webいんた
ふぇーすによるかくにん], 14–17

現在のファームウェアバージョンの特定[げん
ざいのふぁーむうぇあばーじょんのとくて
い], 14

索引
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